
















































































































4．研 究 方 法









［ ］ ［ ］の中の発話は同時に発される発話部分を示す．
































































































































































































は順調に男 1に回ってくると考えられる．もしくは，男 1の代わりに，男 2が先に話せば，今度






















































話し手 A： ―――――――― ―― ――｜































話し手 A： ―――――――― ――――――――｜
話し手 B： ――｜
（9）



















































































自 己 選 択


























































































































が見られる．表 1から分かるように，中国語データの 4.4％に対して，日本語データの方は 0.3
％しかない． ターン並列と ターン取得失敗というのは，他の参加者に割り込まれても，
今の話し手が発話権を諦めないことである．図 2及び図 3の割り込み発話における比率上の差異
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